
 

HPAI ウイルスが養鶏場内に侵入しないよう再確認･再徹底してください！！ 

 

 

 

 

 

 今月香川県で発生した HPAI の原因ウイルスについて、「農研機構動物衛生研究部門」が遺伝子解

析を行った結果、今回のウイルスは昨冬にヨーロッパで流行した H5N8 亜型ウイルスと、ユーラシア

大陸の野鳥に分布しているウイルスが混合して生じた（遺伝子再集合）新しい H5N6 亜型ウイルスで

あることが分かりました。今季新たに渡り鳥により運ばれてきたものと考えられます。 

また、このウイルスは昨年 11 月に島根県のコブハクチョウから分離されたウイルスとは異なって

おり、今季は少なくとも２種類の H5N6 亜型 HPAI ウイルスが侵入していることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （提供 農研機構動物衛生研究部門） 
  

 今回の香川県発生例では、従来見られた死亡羽数の急激な上昇が認められませんでした。死亡羽

数のみならず、さらに慎重に鶏の様子も観察してください。 

 

 
 
☑ 農場に衛生管理区域を定め、看板などを設置していますか？ 

☑ 衛生管理区域に入場する車、人の消毒設備・消石灰帯、踏込消毒槽の設置と、その管理 

は万全ですか？ 

☑ 家きん舎専用の衣服及び靴を使用していますか？ 

☑ 防鳥ネットの破損箇所の確認と修繕はできていますか？ 

☑ 家きん舎周辺の清掃、フェンスの設置など、野生動物対策を実施していますか？ 
 

★★★死亡羽数が通常の２倍以上になった時やその他異常が観察された時は 
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香川県で発生した高病原性鳥インフルエンザ(HPAI)ウイルス
の遺伝子解析結果が公表されました ～引き続き最大限の警戒を！～ 

平成 30 年４⽉⻑野県⽴⼤学開学 
平成 30 年８⽉第 42 回全国高等学校総合文化祭（2018 信州総文祭）開催 
信州の自然を生かした「信州やまほいく」「山村留学」の推進 


